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「夜の画家」ジョルジュ・ド・ラ・トゥールに閃して、ここでそのあまりに　　　　シェロ・カラウァノショに似た強い竿致のll肖いf’1品てある〔原文マ
もドラマティソクな再発見の歴史と、その美術史一Lの重要哲について　　　　マ）」しかし、その後、19川紀のアルビのカテトラルに閃する1，Lt録か
，，b，るにはいささか紙数も足りす、またその場でもないためπし控える　　　　らは消息は奈く消え、アルビの巾、レ美術館に収h’Nされた［1↓には辿11
が、少なくとも、その作晶の絶対的な希少tl’1に関しては指摘しておく　　　　はすでに2八を欠き11点になっていた　戦後間もない1（｝15｛1にこの
ことが必要と思われる　現在、真作と認められているもび）は40点に　　　　連fなはパリに運はれ、修復、1凋査を受けた　そして工術史家ルネ・ユ
満たずパリのルーヴルには6点の良作が所蔵されるものの、その他　　　　イークによる、この連作に関わる最初の側究1命文か翌｛1允人されて
の）之　f’ll］館でこの圓家のオリシナルで／品を複数所イ1する所は冊かな　　　　いる
例外（ナント、ナンシー、ヴィノク、ベルリン、ニューヨーク）を除き、イ∫在
しない　その八ては、まさに、同時代のオランタの画家フェルメール　　　　結局、現在まで残る真脅は5八となるアルヒの美術館に収められた
に⊥ヒjl　iされるべきであろうが、フェルメールか比較的1“＜、Igill紀に　　　　「祝福するキリスト」を含めた11点の伽lllIIのうち9八かilrいコピーで
はすでにllh，1｛仙を受けていたのに対して、ラ・トウールの名が人々の　　　　あり、残る2点《聖ユダ（タタイゆ、《聖小ヤコフ》か真f1てあるほか
口に1り始める0）は、トイツ人）之1小1史家ヘルマン・フォスによる初め　　　　の2卑人「聖ハルテレミー」と「Ψヨハネ」に閃しては、模イ’1も！’“ilも木
ての公氏な形での，、及以後、今田紀も／tは近くなってからのことで　　　　た発見されていない　また9点の模作中では、《聖ピリホ瀕1941年に
あった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発見現イ1ノーフォー久クライスラー工争1；1館所蔵）、《聖アンテレ＞
　ny　｛1度の購人f／llllぐ？1トマス》は、来歴の項を参照すればわかる　　　　（ll」MFranceコレクション1991年、Sotheby’s　Mond（oて、｝∫己売　現
ように、まさしく、こうした11y発見史．の最も新しいページを飾る作品で、　　　　・i’1個人蔵　　　ヒューストン工術館寄託）、そしてこの・匙」四・マス♪（不
その（ゴ（1かIHに知られたのは1草かト数年前0）1987イ1のことであ　　　　購人作品）という、3点の真イ／が近年あい1111後してネJ1たに発見された
る　さらに1991｛1に競売にかけられた後、人阪のlllll廊を通じて東京　　　　訳である
のイ1塚氏のコレクションに入ったまま、ほとんど・般には知られること
のなかった稀イ1なf’1品である　　　　　　　　　　　　　　　　　　この絵のi題は，1うまでもなく、キリストの12仙徒のひとりで、インドへ
　よく知られているように、ラ・トゥールのイ’1品には同iコ題、同構図の　　　　仏道に赴き、翼教の人々に槍で突かれて殉教した聖トマスを衣わし
コピーも含め、lllll家以外の千になるさまさまなウァリアントも多い　し　　　　ている　ひけを蓄えた♪l　l｛1の人物として描かれたJ［li人は、その持物
かし、このM一t1”11の真贋に閃しては、ラ・トウール側究家としてJI常な　　　　である槍（1字架1でローマ兵び）槍に突かれて絶命するキリストの
季脅威をもつPlelre　Roscsnbeig（1狗ルーウル）L　i・Fj館館長）、」ean－　　　llj喩でもあるキリストの復活の際に、トマスはそれを凱い、脇腹の
PielieCu71n（フランス美lllj史学会副≦こ蚊、前ルーウル）1術館絵Vlll　　　槍傷を触って磁かめるという1？’　，ll　ll1の，，Llj“Fとも閃係づけられる）をT
r，13長）、　JdC（IUes　ThU川lerqli、窟ノコレーシュ・ド・フランス名誉教授、几　　　　にしている　ルーウルにはlllJじi題を描いた作品か所蔵されるが
フランス）、術史学会会k）の3氏か、さまさまな機会を通じて↓’Cl～と　　　　（　Sain　t－　Th　oina～dla　piqti（・1632－1635》）、このイ’111111とは制1肩ドでほほ
ntJ．めており、41、　Kもまた、キュサン、テユイリエ両氏からはli‘i　」＊　l　l頭で　　　　10｛1不）llのll酌たりがあり、’IZy！xのことながら衣現もまた、　ll・1なっている
その彦えを聞き、その｛耐、1に近い’1’1」断をあらためて確認した、M　　　　　ルーウル作lllllの洗練されたf斜蝋に対して、購入ll丈袖伯il　i1において
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、衣現はより荒々しく、llll接的な印象を’」える　しかしなから、ラ・ト
ところで、ラ・トゥールに閃する∫1乏新の研究はほほ、19．　97－98イトのパリ、　　　ウールの爽イilのみに共通する、幾何学j’1｛Jにlii純化され、しはしは1’，1
クラン・ハレにおける展覧会カタログに集約されている　木イ／t’nliもこ　　　　烈なまでにテフtルメされた形態、皮膚の級　本・本まて克明に描
の展覧公に出品されたことで初めて・般の人々の口にも触れ、個人　　　　写する「ウェリスム」、カラヴァノジョの影響から発し、ラ・トゥール独rl
コレクションに人っている初期の知られざる貞伯として酒目を集めた　　　　の形態感を弔徴的に小す光の取り扱いなどは、とちらにも共通した
のてあるカタログによれば、木来この作品は、キリストと12使徒を描　　　　唱徴といえる
いたB点の連1111iの1八で、他のf’1品とともにパリイ1住の11」教　　　　　しかしまたこの伯品は、1・・1じ12仙徒辿イ／中の今に残る貞イ／と比へ
Frdnsois　de　CclME）s（1643－17213）のコレクションにあったとされ、彼に　　　　ても、また、失われた真竹のよすがを1ムえるアルヒのコヒーイ’l　llTlllと比
よって［h仏アルヒのi，J教座参｝絵員JeanBaptiste　Nualart（16f）4年　　　べてみても、きわめて1剛’団！；かな1点てあることも間違いないひけ
没）に贈られたさらに当地の大Ψ堂カテドラル・サント・セシルに遺　　　　を蓄えた髪のi，liい、堅固な額をもつ無骨な老人の頬型は初川を中
贈されたその後、1698｛li3JJ8ilの．己録（Pt（，（e：t）etl）a！de　la　Lli～lte　　　心に多くのラ・トウールのf’l　illllに登場するか（版illllによ’・てUhえられて
∂／’e．g」h．s（・　n］etJ　ol）O！～’σ～〃oρ’d～1（haρibe　d’A〃λv　c〃／　698　et／699ρ‘1r　　　いる失われたrl　lll　lll《物俊するエlnペテロ〉、《丁紙を11先むJ［：Tヒエ〕ニム
θ1（々40（・qtte　C1～atles　te　Goux‘de　la　Batchi）ne）に公式に、1及されてい　　　　ス》［ロンドン、ハンブ1・ン・コート］、《辻ll楽1°たちのけんか，「ケノティ
る　それによれば、キリストと12使征を描いた13八のイ1品が、アルビ　　　　ー工1・ll館］）、本f脅【llllの老人像は最も力強く、1‘1冒1［卜【’1に冨む　12使1，L
のカテドラル・サント＝セシルのVNJ　Iltl・にある6番目の礼Wi：；“に掛けられ　　　　辿，作のJ？1人像は、基本的にはいすれも1’jltかな、瞑想的な人物描’ノ∫
ていたまた、1795“の人・ll・命によるlll族・教会財産の接収5dlSles　　　がなされているが，　Kk　｛llトマス》のみは、Ill〕烈て衣現1tL　rl〈Jともいえる
r6volutionnaires　lこ際しても、それらの作il　ilは1・iJじ場所に留まってい　　　　独特のハロノク的動↑’1を見せている
たことが、知られている、そしてそこには、次のような興味深いIT己述　　　　　通常、宗教il趣の竹品は、蝋燭の炎を通して「夜」の問を梢神1／1
か見られる「対をなすサン・ジャン礼拝’｝1・’には、プソサンに基つく福　　　　［lllかに衣わした、いわゆる「d＞z　nocturne．s」の／’l　iiuil系列に属している
ll、ll．己家の」［11ヨハネの絵と、その周りには12点の肖像llhl人の小さな　　　　それに対して本f／hllllは幽家の最初期の宗教ll“1でありなから、レアリ
12fl赴徒の絵が掛かっている「良く知られ、賞賛されたIllll家］ミケラン　　　　スムの勝った風俗11111の多い「昼dlume・」のイ／“uliに分頚され、その、IJI、
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においてもIJ｛　，fiな（f（1てある　従兄弟ふたりをフランイ・スコlll《のf1ろ　　　　tdHI、　ol　Ge｛119e・de　l．cl／out　s　e＼idlll　VN・o｝ks　Tod、IY　less　thdn　40　WOi　ks
），t，　1にもち、対フ。テ7．　’，ンi、圏・、1，乏1隔！とし一ぐ、対抗撒改lllll・・diL，lj　cllv　cld・ll‘’“k』dg（幽d　d’b’［・t「°ul　S°wn　han（I　The　L°ux，le　1「’　Pans
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Hu［11b（itsSl＼9f（’11Lllll（’wo］　ks　Ill　theti〔olle（　t］on　，ind　d　few　other
lliにあ’）たロレーヌ公lilてノ1，11のノCl’を送’♪たこのlilll家にと・♪て・宗　　　　tntts（iums　h（）kl，lt　ke，ist　one　w（，tl、　lll（1ud1］1Ls，　IIIuSC・UlllS　1［1　Ndntes、　Nancy，
教i題はその」’、i’1；jの不質的な部分をtltめていた　トレント宗教∫こ，，我　　　　V］（－siirS（iille　Bet］iri，　and　New　Y（♪量k（¶ltv　NiVhnke　tlns　issue　of　idiity　make～
q545．1563）以1；r・1　c2）カi、リ，ク圏における、「重て者の・1・l　lli・1としてのりj；　〔‘）mP・lll’°1）　t°1・”　lutl「’Dllt（h（°llt（，Ml）°1，u’Vemleq’eeln°bVl（’”．S・　lt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n［u、［he　Iu｝ted　tll・lt　wl11【e　VeH11〔・er　h・ld　tlltC・・idi，・heell　tedPPK）～ed　by　the
教lllll像の必要’1’l　lよ深く、ラ・トゥールのノ1；）1と制負の、1迷に反1ヒ例する　　　　　dttwolld　l）、　the　19tl1〔（，llt｛tl，x　Ld　T〔｝田slldll）e　wd、　ilot　ktiown　m　the
ように、この11111　’S〈（わレアリスムに付1勉するある秤の［視’覚的1リ1快さ」は　　　　　tnodcnti　w〔〕1］〔kmli］Ileml・Ul＞o、、Mll、t　publi（dtl〔｝n　oi　Ld　l”oul川dlmo～t
際“t　．）ているこの・’1｛・tトマス剛船も例タトではなく、キリストの復　th（1川d　2軸q蜘1’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lhe（dl1、dS　of～’　7γho〃ICIsT　I）lllchd、ed　b、　the　NM＞vAduimg　th］stlscal
ll惚）rh忍と遠隔び）地での殉教という矛盾と111ll悩を背て’Dた↓［1「人の　　　　～edl　IS　tl）（，　1、it（、st　pdge　m　tlus　lnstotiy〔，f　］．d　10ut’s　ie（IISC　OX　（ilN　ds（dll　be
連命的な’1’1格か、その粗木な身なりと挑戦的な眼ぎしを通して、11’i　　　　、een　b、　cl　gldn（　e　dt　th　e　pmw【1・m〔elistmg　db〔）、e『1・he　wor1（l　onlv
側・わされているrll・ll’I　P6mt－」や「ll・・c・f，・，・c・・flmlatl・n」とい　黙1】1〔∴1㍗ll；11’llil∵llt1、1ご、1∵∴1∵：lllll：：1°（1瓢。lil、∵∵lll∵1〕
’ ・た秘蹟を、夜び）問と光の対照に託す丁法により神秘’1，1を増す　連　　　　hdnds　ot　tlie　Ishi／ukci（ollvc　tio”Hl　rol、、o　whele］t　tC、］lldl］IVCi　gelleldll、
の1夜1のイ’jtll　lllとは、また　線をlllllしている　　　　　　　　　　　　　　　unkiiowil　l）S　the　l）ub］i（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A～Is　well－known　thetedte［ll｛UIX〔s＼t（111t　XdH　L，1［ltS〔〕t　Ld　lOllr’s　WOiks
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b～othel　hdnds　Indtldmq　th〔｝、e　Wl｛h　the　S，1　］11e、uble（ts（lnd
伽lllllび）状態に閃しては、フランス美術館調査保イ∫センターCentre　de　　　　coml）（）Slt］ons　seen　m　i．d　Toui　s　siLsf：）（itutewOlk、　The　ciuthc’lltK　itif　of　th（、
1〈echerche　et　de　la　Re．stauration　des　Mus6e．s　de　Franceか東京・lli　　　　IleW　NMWA　cl　（一　（lu1S］ttOII　on　t］K，　olhel　hdlld　hcls　b（｝（．，ii　coniitined　1）y
岐化財耽刷励ノJ・IZ・・iuて実施したデシタル・アーカイヴ1，1・llhlの　臨ll灘1謙∵1：∵謝1臨II＞‘ll詣Illごllll温1∵，鼎1；ll
lltで”己録を採っている（↑1匡用乏はJi公開）」1公式に知り得た↑il南乏か　　　　（Uldt（，l　I）dllltlllssls　depdltlnent　L。UNIe）、md　Jdc’ques　’1　llu］illei　（1）tofCiS、OI
ら判断するに、アルビに現イ∫する貞イ12，1∴1、のうち《聖小ヤコフ》はか　　　　emelltu・C（）］lege　de　Ihan（．　ci）「11he　ciuthoi　hds・iLso　h・ld　dned　Otal
なり。、1　ll・に、プレパレーシ。ン・）部分と却li・・絵！lを残してオリシナ　d　Ls（　u”i°11’Witl1　Cu／］li　dnd　ThtLilliet°n　the　sul）Je（　t°f　’he　dutli°i’h］1）°f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　llc・w　NMWA　wOik、m（hll　both（dS（iS　the　s（hol、11’s　iC・peatedlN
ルカンヴァスを取り除き、新しいカンウァスに戟せるという、現イ1では　　　　coiifimm（．’d　its　dutlienti〔ny
過去のものとなった丁・法で修復がされている　また、《J“iユタ（タダ　　　　H・wever　dlm・5t・ill　ot　the　ldtest　rescscucii（m　Ld　r（）Ut　Is・c・nc｛．inttdted
イ）》には＊liたにライニ・グカ・施されているそれに対してイ・イi’1・“nll《聖　ll｝1器｝臨Ill（∵，ll’聯鷲：，ll二、llll謙漕ll；lllll湘1、tl謙11ill
トマス》は・糺論的に1♂えは」81ちがされているもののオリシナル　　　　publl（di．spldy　Attention　tocused　on　the　WOtkds　all　edily　perl〔，d
び）カンヴァスに大きな痛みはなく、X線観察ドでは絵具層の欠損部分　　　　unknown　woik　then　m　a　I）11Ndte（ollec　t］on　Ac（o）dLng　to　the（irand
か1忍められるが亀裂は少なく・良い状態を網しているまた・紫外　臨蹴欝，蹴ll1臨1ご（瓢澱：1慰ll寵11，1∵脚1
線”ノ貞および肉眼で見た限りも、人物の頭部右側をili・C・に槍や千な　　　　c、mvds　dnd　the（｝ther　woiks　hOm　tlx、、erle～wete～aid　to　hd、e　I）eeml1
どに袖筆の跡か相’iiに見受けられるが、このIL｝代の占lllilとしては常　　　　the　Bishop　Fl　，1　IlsolS　de　Camps（16B－1723）（〔）Hecti〔｝mll　Pdrls　De
識的な詐容範囲に収まっているというのは、前述のラ・トゥールω1究　　　　Cdmpg～tdted　thdt　he　hd（L！）c’（ill　gl、ell　the　wolk、　b、（．　“mon　Jedn－Bdl）tlste
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nucildlt（d　l691）（）f　Albl　rhese　works．　were　bequedthe（i　by　De　C・mMI）S　to
者たちの　致した意見でもあった、　　　　　　　　　　　　　　　　the　Sdint　Cecili、i．Cdthedial。f．AII）I　Then　ldtei，　the　s（，ries　ot　pdmting」～wdS．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pub］tclv　iioted　ln　d　docL且mellt（ldted　t〔》MdKh81698，　the　LProce∠vetbdl
以ヒ、簡litに作llliの内ぞ龍状態の報lllを述べたか、　IIP西IDζ術　　　　d（’Ia　xx［f’1tci～i　1’691i．se　metiopolitdm（’　et　du⊂haPlne（i’Alb》（’　ll　l698　et
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l（）99P・u　d1　（．　het（・que　Chdiles　le　Goし1x　de　ld　B・lt（h（）ne’ACCOid｝ng　to　the
館における17Ui：紀絵11111のコレクションはまだまた1分とは口いかた　　　　docun）ent　the　thirteen　woi　ks〔lel）lc　t1］1s｛；Christ，mcl　his　twelNe　d］suple～
く、ましてやこの時代のフランス絵1］hlには、クロード・ロランとフィリソ　　　were　hし111g　m　the（）th　dldl⊃el・f　the　ndve　ol　SdlIlt　Ceqhd　Cddle〔haL　AIb1
プ・ト・シャンパーニュの佳晶を除けばあまり見るべきものはない　そ　　　　In～alsc）kn（りwn　tllat　these　wo「ks　we「e　still　m　tl）at　sdme　locat］‘）n　du「1ng
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　l795　selzure　of　a・｝・；ets　of　drlsto⊂rdtr　dnd　churches　durmg　the　Frciii（h
の意味で、久々の17111：紀フランス絵［llllの購人が、きわめて希少なジョ　　　Revolution　A　td．scinatmg　notdtl〔〕n　on　these　works　can　be　fouiコd　fr（）m
ルジュ・ド・ラ・トゥールの作品を通してそ］なわれたことは、それ「i体、　　　that　date“A　］a　chdpelle　qui　fti且t］）en（ldnt，　dlte　de　SEIITIt－Jedr），　oTl　．y　volt　UI）
徽遇・）機会であったと思オ，れる　　　　　　　Salnt　Jean「Evdl／geh～te　d『dp「‘’9【・e，P°u’～Hl　et　dllt°u「～d°uze　petlt’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tdbledux　grdndeu1ρ5　de　I）ortldlt）el）tesent（ult　les　douze　dp6nes　d　une
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　toLiche　forte　et　rc・mbrliiiie　coml1、e（elle　de　Michel－Ange　Cdidvdge
また、2005｛13月一5J」の「ショルシュ・ト・ラ・トゥール展」0）開ll｝1もま　　　　［pellltle　c（，MIU　et　estlme］”However　atl　Mel）tlOll　ot　thc・portr（ut・LS
た、その発想自体をこのfil品の購人に1肖接負っているということも、　　　n）lgsln9　II）19th　centu「y「eco「ds　of　the（dthed「al　in　Albi’　and　bv　the　time
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　set　ot　twelve　i）dllltm9～Ldme　mto　the　col］ection　of　the　Albl
JUIイ・」け加えておかねばならない’ll実である　　　　　く高橋明也）　　　　mum（II）al　dlt　museum　tw（）work～were　m］ggl　ll　gJ　trom　the～et（，t　olle
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ChlIst　Image　and　l2disciple．s　Th且～Ilnedl）t　that　only　l　l　i）allltlngJs　ente［e（l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　mu～eum　collection［r11945，　dlmo～t　immediately　dfter　World　Wdr　ll，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　p（Mntlllgs　were　tdkell　to　Pdrl～where　they　were　restored　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～urveyed　In　1946，　the　fl　r．st　resedrch　drticle　on　the．sene．s　wa、　published
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　drt　h1～torldn　Ren6　Huyghe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Today，　flve　of　the　orlgmdl　Albl　twelve　dpostle　1〕lctu　res　remaln　extdnt
There　ls　not　adequdte　spdce　m　the　present　forum　to　revlew　both　the　　　　　Nme　of　the　eleven　works（including　B！e．s．sltlg　C／ltlSt）t（）day　Ill　Mus6e
histc）ry　of　the　dramatic　re〔hscovery　of　Ge（）rges　de　La　Tour，　known　as　the　　　　　Tou］ouse－Laし1trec　ln　A】bl　are　old　coples　The　reMdll）IIコg　twc）work．s、　St
“palnter　of　the　night，”or　to　fully　dlscuss　his］mportance　m　the　history　of　　　　fude　Tliaddeus　dnd　St／anies’th（・ムe∬‘・r　ate　ori．Ssmals　by　Ld　Tour　Two
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しdrt　At　the　very　lea．st，　what　must　be　stated　here　is　the　fdct　of　the　abgolute　　　　　other　salnt　lmages　from　the　origindl　A］bl　set，　nameLy　the　paintlngs　of
Il
Saint Bartholomew and Saint John, have not been discovered in either program (Information not released to the public), Judging from
original or copy form. Three originals of works among the nine copies in information not made available to the general public, at son)e tim(i
the Albi museum have been discovered in recent decades, including consiclerably Iong ago the preparation level and surface paints ol' th(i
the newly acquired NMWA canvases, and St. Philip (discovered in 1941, painting of St. .ldmes the Lesser, one of the two extant original works
today in the Chrysler Museum, Norfolk) and St. Andreu) (former M. now in Albi, were removed froin the original canvas and transferrcLd to a
France collection. Sold at auction at Sotheby's Monaco in 1991. new canvas. Further, the St, .lude 77]addeus work has b(ien giv(sn a n(,w
Presently on loan to the Museum of Fine Arts, Houston). Iining. Conversely, the lined original canvas of the NMWA St, 77iomas
  Needless to say, the new NMWA canvas depicts an image of one of has no major damage and x-ray examination reveats that wl)ik, damag(i
Christ's twelve disciples, St Thomas, who carried the teachings of Christ and missing areas can be seen in the paint layer, th( cra('kling is
to India where he was inartyred by non-Christians who stabbed him to minimal. It can be said that the work has been maintained in a r(ilativdy
death with spears. St. Thomas, shown here as bearded and in the prime good state. Further, judging from ultravio]et l)hotograpl)y atid
of life, holdsaspear in his hand. The spearalludes to Christ on the Cross examination by the naked eye, a considerable amount of ]at( r
being stabbed by Roman soldiers. This image is also related to a scene brushwork can be seen on the right half of the figur( 's head, and also on
described in the Bible in which Thomas, questioning that it really was the spear and hand. The La Tour scholars mentiotie(l above
Christ after his resurrection, touches the spear wounds on Christ's side unanimously agree that this level of retouching is within tl)() normally
to confirm that it was his master risen. The Louvre has another painting acceptable range of such work on paintings from this 1)eriod,
by La 1'ourof this same subject (Saint-77iomas a la pique, dated to 1632- The above is a simple description of the subject mattcir and state of
1635?), Thc NMWA canvas, on the other hand, dates approximately 10 the NMWA St. T7ion7as painting. Needless to say, the 17th century
years after the Louvre work. In c()ntrast to the refined style of the Louvre French painting collection of the NMWA is far froi'n complet( , to the
work, tl}(, NMWA caJivas has a rougher expression, a more frank and degree that with the exception of masterpieces by Claud(, Lorrain arid
direct mood, Yet, the Louvre work and the NMWA work share with all Philipe de Champaigne, very little is noteworthy. I" tliis sensc, tliis
other I.a 'l"our original works a g(ometric simplification, at times almost purcl)ase was made all the more an unusual event by thc fa(:t that it
severely deformed shapes, and a sense of `verisme' created by the involved one of the extremely rare works of Georges de La rl"our.
artist"s clear, individual depiction of each wrinkle on the saint's skin. It must also be noted that the acquisition of this work became the
These aspects revca) Ci}ravaggio's influence while also indicating how direct impetus for the NMWA to hold a Georges de La 7?)ur exhibition
La Tour depicted his own unique formative expression in his own from March to May 2005. (Akiya Taknhashi)
distinctiv(i light t)ar)dling. Con)parison of the NMWA St. Ztiornas with the
other originaj works from the same series of twelve disciples, and
indeed c'omparison with All)i copies that convey the imagery of now
lost originals fron) that set, reveal that St. 77ioinas is undoubtedly an
extremely individualistic work within the set. While most of La Tour's
early works sl)ow a thin, bcar(ied, firm-browed, ()lder man facial type -
like thos(li seen in Repentant St. Peter, a Iost work known through printed
versions, St. .fei'onte Reading, which is either a contemporary variant or
a uo])y today in the Louvre, and T77e Musicians' Brau)1 in the Getty
Museum - in the case of the NMWA St. 77iomas, the older man is shown
as powerftil and full of spiritual strength. The series of twelve disciple
paintings ftmdamentally show quiet, meditative figures. Only St. 77iomas
reveals a stern, expressionistic quality that can be called a distinctive
forn) of Baroque energy.
  This work is also important as a rare example of an early period
religious theme that can be grouped with La Tour's diLitines, or day time
works. Images in these works are generally depicted in a realistic style
and are genre motifs in subject matter. Such daytime scenes are
contrastcd with the group of night scenes by La Tour, known as his
noctttrnes, whose candle-lit night scenes exude a rich sense of
spiritLLa]ity. La Tour's two brothers were Franciscan monks, and La Tour
himself spent most of his life in the Duchy of Lorraine, the frontlines of
thc Counter Reformation movement combating the protestants in
Germany, . Hence it is no surprise that the majority of La Tour's arts were
re]igious in subject matter. In the Catholic countries after the Council of
Trent meetings (1545-1563), there was an increased need for religious
subject paintings as a form of `poor man's Bible.' Almost in inverse
propertion to the mysteries that surround La Tour's biography and his
oeuvre, he revealed a striking degree of 'visual clarity' as part of his
realism. The St. T7iotnas work is no exception. The fated character of
this saint, whose life of contradiction and suffering included doubt over
Christ's resurrection and martyrdom in a faraway land, can be directly
sensed through his rough figure and strategic gaze. This directness
further separates the NMWA St. 77iomas work from La Tour's nocturne
works, filled with a sense of penitential and confirmation sacraments,
and rnade all the more mysterious by his contrasting manmade light
with the darkness of night.
  Regarding the state of the NMWA St. T7?on7as canvas, with the
cooperation of the National Research Institute for Cultural Prperties,
Tokyo, the Centre de Recherche et de la Restauration des Musees de
France has taken records of this work as part of its Digital Archives
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